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(57)【要約】
【課題】従来のエンジンは、カウンター軸や左右一対の
カウンタープーリを配置するスペースや、このカウンタ
ープーリを介してクランクプーリおよび入力プーリにベ
ルトを巻回するスペースを確保する必要があるため、車
両の小型化を図る上で制約になるという問題があった。
また、エンジンを車両への取付後に、ベルトを各プーリ
に巻回する必要があるため、作業効率が悪いという問題
があった。
【解決手段】クランク軸２４の下方で、クランク軸２４
に対して平行に配置する入力軸３４と、入力軸３４から
の動力を出力し、クランク軸２４に対して垂直に配置す
る第一出力軸３５と、エンジン１０５の前側に配置し、
入力軸３４にクランク軸２４の動力を伝達するベルト機
構３３と、を備え、ベルト機構３３を補機駆動用ベルト
機構５３よりも外側に配置する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　略水平方向に配置するクランク軸と、該クランク軸の上方で、エンジンの一側に配置す
るエンジン冷却用の冷却ファンと、前記エンジンの一側に配置し、前記冷却ファンに前記
クランク軸の動力を伝達する補機駆動用無端帯機構と、を備えるエンジンであって、前記
クランク軸の下方で、該クランク軸に対して平行に配置する入力軸と、該入力軸からの動
力を出力し、前記クランク軸に対して垂直に配置する第一出力軸と、前記エンジンの一側
に配置し、前記入力軸に前記クランク軸の動力を伝達する無端帯機構と、を備え、該無端
帯機構を前記補機駆動用無端帯機構よりも外側に配置することを特徴とするエンジン。
【請求項２】
　略水平方向に配置するクランク軸と、該クランク軸の上方で、エンジンの一側に配置す
るエンジン冷却用の冷却ファンと、前記エンジンの一側に配置し、前記冷却ファンに前記
クランク軸の動力を伝達する補機駆動用無端帯機構と、を備えるエンジンであって、前記
クランク軸の下方で、該クランク軸に対して平行に配置する入力軸と、該入力軸からの動
力を出力し、前記クランク軸に対して垂直に配置する第一出力軸と、前記エンジンの一側
に配置し、前記入力軸に前記クランク軸の動力を伝達する無端帯機構と、を備え、該無端
帯機構を前記補機駆動用無端帯機構よりも内側に配置することを特徴とするエンジン。
【請求項３】
　略水平方向に配置するクランク軸と、エンジンの一側に配置するフライホイルと、を備
えるエンジンであって、前記クランク軸の下方で、該クランク軸に対して平行に配置する
入力軸と、該入力軸からの動力を出力し、前記クランク軸に対して垂直に配置する第一出
力軸と、前記エンジンの一側に配置し、前記入力軸に前記クランク軸の動力を伝達する無
端帯機構と、を備え、該無端帯機構を前記フライホイルよりも外側に配置することを特徴
とするエンジン。
【請求項４】
　略水平方向に配置するクランク軸と、エンジンの一側に配置するフライホイルと、を備
えるエンジンであって、前記クランク軸の下方で、該クランク軸に対して平行に配置する
入力軸と、該入力軸からの動力を出力し、前記クランク軸に対して垂直に配置する第一出
力軸と、前記エンジンの一側に配置し、前記入力軸に前記クランク軸の動力を伝達する無
端帯機構と、を備え、該無端帯機構を前記フライホイルよりも内側に配置することを特徴
とするエンジン。
【請求項５】
　前記第一出力軸を平面視において前記エンジンの投影範囲内に配置することを特徴とす
る請求項１から請求項４までのいずれか一項に記載のエンジン。
【請求項６】
　前記第一出力軸に動力出力用の第一出力部材を設けるとともに、前記第一出力軸の同軸
上に該第一出力軸の動力を受ける第二出力軸を連結し、該第二出力軸に動力出力用の第二
出力部材を設けることを特徴とする請求項１から請求項５までのいずれか一項に記載のエ
ンジン。
【請求項７】
　前記第一出力部材と前記第一出力軸との間および前記第二出力部材と前記第二出力軸と
の間の内少なくとも一方にクラッチを介設することを特徴とする請求項６に記載のエンジ
ン。
【請求項８】
　前記無端帯機構の無端帯に張力を付与するテンション部材を備えることを特徴とする請
求項１から請求項７までのいずれか一項に記載のエンジン。
【請求項９】
　前記入力軸は、冷却ファンを備えることを特徴とする請求項１から請求項８までのいず
れか一項に記載のエンジン。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、略水平方向にクランク軸を有するエンジンの技術に関し、より詳細には、ク
ランク軸に対して垂直方向に配置された軸にクランク軸の動力を伝達する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、クランク軸に対して垂直方向に配置された軸にクランク軸の動力を伝達するエン
ジンの技術は公知となっている（例えば、特許文献１参照）。
　ここで、従来例に係るエンジンを備える車両について、図２１により説明する。
　図２１に示すようように、車両９００は、アッカーマン操舵式芝刈機であって、前後水
平方向にクランク軸９２４を有するエンジン９０５と、このクランク軸９２４に対して垂
直方向に配置された入力軸９０６を有するモア９０７と、を備えている。そして、エンジ
ン９０５のクランク軸９２４には、クランクプーリ９２４ａが固設されているとともに、
モア９０７の入力軸９０６には、入力プーリ９０６ａが固設されている。また、エンジン
９０５の下方には、左右水平方向にカウンター軸９８０が配置されており、このカウンタ
ー軸９８０に左右一対のカウンタープーリ９８０ａが固設されている。そして、クランク
プーリ９２４ａ、左右一対のカウンタープーリ９８０ａ、入力プーリ９０６ａにベルト９
８１が巻回され、エンジン９０５のクランク軸９２４の動力が、クランクプーリ９２４ａ
、ベルト９８１、カウンタープーリ９８０ａ、ベルト９８１、入力プーリ９０６ａ、入力
軸９０６に伝達されてモア９０７の回転刃９０７ａが駆動される。
【特許文献１】実開昭６０－１０４２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、前記従来のエンジン９０５は、カウンター軸９８０および左右一対のカウンタ
ープーリ９８０ａを配置するスペースや、このカウンタープーリ９８０ａを介してクラン
クプーリ９２４ａおよび入力プーリ９０６ａにベルト９８１を巻回するスペースを確保す
る必要があるため、車両９００の小型化を図る上で制約になるという問題があった。また
、エンジン９０５を車両９００への取付後に、ベルト９８１を各プーリ９２４ａ・９８０
ａ・９０６ａに巻回する必要があるため、作業効率が悪いという問題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の解決しようとする課題は以上のとおりであり、次にこの課題を解決するための
手段を説明する。
【０００５】
　すなわち、請求項１においては、略水平方向に配置するクランク軸と、該クランク軸の
上方で、エンジンの一側に配置するエンジン冷却用の冷却ファンと、前記エンジンの一側
に配置し、前記冷却ファンに前記クランク軸の動力を伝達する補機駆動用無端帯機構と、
を備えるエンジンであって、前記クランク軸の下方で、該クランク軸に対して平行に配置
する入力軸と、該入力軸からの動力を出力し、前記クランク軸に対して垂直に配置する第
一出力軸と、前記エンジンの一側に配置し、前記入力軸に前記クランク軸の動力を伝達す
る無端帯機構と、を備え、該無端帯機構を前記補機駆動用無端帯機構よりも外側に配置す
るものである。
【０００６】
　請求項２においては、略水平方向に配置するクランク軸と、該クランク軸の上方で、エ
ンジンの一側に配置するエンジン冷却用の冷却ファンと、前記エンジンの一側に配置し、
前記冷却ファンに前記クランク軸の動力を伝達する補機駆動用無端帯機構と、を備えるエ
ンジンであって、前記クランク軸の下方で、該クランク軸に対して平行に配置する入力軸
と、該入力軸からの動力を出力し、前記クランク軸に対して垂直に配置する第一出力軸と
、前記エンジンの一側に配置し、前記入力軸に前記クランク軸の動力を伝達する無端帯機
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構と、を備え、該無端帯機構を前記補機駆動用無端帯機構よりも内側に配置するものであ
る。
【０００７】
　請求項３においては、略水平方向に配置するクランク軸と、エンジンの一側に配置する
フライホイルと、を備えるエンジンであって、前記クランク軸の下方で、該クランク軸に
対して平行に配置する入力軸と、該入力軸からの動力を出力し、前記クランク軸に対して
垂直に配置する第一出力軸と、前記エンジンの一側に配置し、前記入力軸に前記クランク
軸の動力を伝達する無端帯機構と、を備え、該無端帯機構を前記フライホイルよりも外側
に配置するものである。
【０００８】
　請求項４においては、略水平方向に配置するクランク軸と、エンジンの一側に配置する
フライホイルと、を備えるエンジンであって、前記クランク軸の下方で、該クランク軸に
対して平行に配置する入力軸と、該入力軸からの動力を出力し、前記クランク軸に対して
垂直に配置する第一出力軸と、前記エンジンの一側に配置し、前記入力軸に前記クランク
軸の動力を伝達する無端帯機構と、を備え、該無端帯機構を前記フライホイルよりも内側
に配置するものである。
【０００９】
　請求項５においては、前記第一出力軸を平面視において前記エンジンの投影範囲内に配
置するものである。
【００１０】
　請求項６においては、前記第一出力軸に動力出力用の第一出力部材を設けるとともに、
前記第一出力軸の同軸上に該第一出力軸の動力を受ける第二出力軸を連結し、該第二出力
軸に動力出力用の第二出力部材を設けるものである。
【００１１】
　請求項７においては、前記第一出力部材と前記第一出力軸との間および前記第二出力部
材と前記第二出力軸との間の内少なくとも一方にクラッチを介設するものである。
【００１２】
　請求項８においては、前記無端帯機構の無端帯に張力を付与するテンション部材を備え
るものである。
【００１３】
　請求項９においては、前記入力軸は、冷却ファンを備えるものである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の効果として、以下に示すような効果を奏する。
【００１５】
　請求項１においては、無端帯機構の無端帯を短くできることにより、エンジンがコンパ
クトになるため、車両の小型化が容易であるとともに、無端帯の巻回が容易であるため、
作業効率が向上する。そして、無端帯機構は、補機駆動用無端帯機構よりも外側に位置す
ることにより、無端帯の取り外しが容易であるため、エンジンの利便性が向上する。
【００１６】
　請求項２においては、無端帯機構の無端帯を短くできることにより、エンジンがコンパ
クトになるため、車両の小型化が容易であるとともに、無端帯の巻回が容易であるため、
作業効率が向上する。そして、無端帯機構が冷却ファンを駆動する補機駆動用無端帯機構
よりも内側に位置することにより、冷却ファンが無端帯機構に干渉しない。これにより、
冷却ファンの位置を低くして、エンジンをコンパクトに構成できるため、車両の小型化が
容易である。
【００１７】
　請求項３においては、無端帯機構の無端帯を短くできることにより、エンジンがコンパ
クトになるため、車両の小型化が容易であるとともに、無端帯の巻回が容易であるため、
作業効率が向上する。そして、無端帯機構は、フライホイルよりも外側に位置することに
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より、無端帯の取り外しが容易であるため、エンジンの利便性が向上する。
【００１８】
　請求項４においては、無端帯機構の無端帯を短くできることにより、エンジンがコンパ
クトになるため、車両の小型化が容易であるとともに、無端帯の巻回が容易であるため、
作業効率が向上する。そして、無端帯機構がフライホイルよりも内側に位置することによ
り、入力軸がフライホイルに干渉しない。これにより、フライホイルの外径に関係なく、
クランク軸と入力軸との軸間距離を短くして、エンジンをコンパクトに構成できるため、
車両の小型化が容易である。
【００１９】
　請求項５においては、第一出力軸をコンパクトに配置して、エンジンがコンパクトにな
るため、車両の小型化が容易である。
【００２０】
　請求項６においては、第一・第二出力部材を別個の駆動対象に連結して、第一・第二出
力軸が複数の駆動対象に出力できるため、エンジンの利便性が向上する。
【００２１】
　請求項７においては、複数の駆動対象に出力可能なエンジンが、その駆動対象の内少な
くとも一つへの動力の伝達・遮断が切替可能となるため、エンジンの利便性が向上する。
【００２２】
　請求項８においては、無端帯に張力が付与されて、無端帯の張力を調整する手間が省け
るため、エンジンの利便性が向上する。
【００２３】
　請求項９においては、冷却風を送風して、エンジンを効率良く冷却できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　次に、発明を実施するための最良の形態を説明する。
　図１は本発明の第一実施例に係るエンジンを備える車両を示した側面図、図２は本発明
の第一実施例に係るエンジンを示した側面一部断面図、図３は同じく正面図、図４は本発
明の第一実施例に係るベルト機構を示した正面図、図５はギヤボックスを示した側面断面
図、図６はギヤボックスに電磁クラッチを取り付けた状態を示した側面図、図７はギヤボ
ックスをオイルパンに取り付けた状態を示した正面図、図８は同じく側面一部断面図、図
９は本発明の第一実施例に係るベルト機構・補機駆動用ベルト機構を示した側面図、図１
０は本発明の第二実施例に係るエンジンを示した側面図、図１１は本発明の第二実施例に
係るベルト機構・補機駆動用ベルト機構を示した側面図、図１２は本発明の第二実施例に
係るベルト機構を示した正面図、図１３は本発明の第三実施例に係るエンジンを示した側
面図、図１４は本発明の第三実施例に係るベルト機構を示した側面図、図１５は同じく正
面図、図１６は本発明の第三実施例に係るギヤボックス取付用のブラケットを示した正面
図、図１７は本発明の第四実施例に係るエンジンを示した側面図、図１８は本発明の第四
実施例に係るベルト機構を示した側面図、図１９は同じく正面図、図２０は本発明の第四
実施例に係るギヤボックス取付用のブラケットを示した正面図、図２１は従来例に係るエ
ンジンを備える車両を示した側面図である。
【００２５】
　まず、本発明の第一実施例に係るエンジン１０５を備える車両１００の全体構成につい
て、図１により説明する。
　図１に示すように、車両１００は、アッカーマン操舵式芝刈機であって、車両フレーム
２と、車両フレーム２の後部に支持される後車軸駆動装置３と、車両フレーム２の前部に
支持される前車軸支持装置４と、後車軸駆動装置３・前車軸支持装置４間にて車両フレー
ム２によって支持されるエンジン１０５と、車両フレーム２の下方に昇降可能に吊設され
るモア７とを備えている。
【００２６】
　そして、後車軸駆動装置３には油圧モータ８が収納されており、油圧モータ８は、油圧
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ポンプ（図示省略）によって駆動可能に流体接続されている。
【００２７】
　エンジン１０５は、ボンネット１１内に収納され、ボンネット１１直後のダッシュボー
ドから後上方にハンドル１２が延設されているとともに、エンジン１０５の直前の車両フ
レーム２には、ラジエータ１４が搭載されている。そして、ボンネット１１内では、油圧
シリンダなどに作動油を補給するためのリザーバタンク１７がエンジン１０５後方に配設
されている。
【００２８】
　さらに、車両フレーム２の後部にはリアカバー１５が搭載され、リアカバー１５の上面
には運転席１６が搭載されている。そして、リアカバー１５内には、後車軸駆動装置３が
配設されている。
【００２９】
　モア７は、後車軸駆動装置３によって駆動される後輪１８と、前車軸支持装置４によっ
て支持される前輪１９との間にて、車両フレーム２の下方に配設されている。そして、車
両フレーム２の左右側板前端部には、左右のモアハンガー２０がそれぞれ連結され、モア
ハンガー２０は各リンクロッド２０ａを介してモア７の前端に連結されており、これによ
りモア７が昇降可能に吊設されるようにしている。
【００３０】
　次に、本発明の第一実施例に係るエンジン１０５について、図１から図８により説明す
る。
　図２、図３に示すように、エンジン１０５は、下部にオイルパン２１を備え、このオイ
ルパン２１の上部にシリンダブロック２２を備え、このシリンダブロック２２の上部にシ
リンダヘッド２３を備えている。
【００３１】
　シリンダブロック２２内には、クランク軸２４が前後水平方向に架設され、このクラン
ク軸２４の前後端部は、シリンダブロック２２の前後面からそれぞれ突出している。クラ
ンク軸２４の後端部には、フライホイル２５が固設されているとともに、クランク軸２４
の前端部には、前方から順に第一クランクプーリ２４ａ、第二クランクプーリ２４ｂが固
設されている。
【００３２】
　そして、クランク軸２４の上方には、冷却ファン１３が配置され、この冷却ファン１３
のファン軸２６には、プーリ２６ａが固設されているとともに、冷却水ポンプ２７が取り
付けられている。冷却ファン１３の右方には、オルタネータ２８が配置され、このオルタ
ネータ２８のオルタネータ軸２９には、プーリ２９ａが固設されている。
【００３３】
　そして、クランク軸２４の第二クランクプーリ２４ｂ、ファン軸２６のプーリ２６ａ、
オルタネータ軸２９のプーリ２９ａに、一本のベルト３０が巻回されて補機駆動用ベルト
機構５３が構成されており、このベルト３０を介してクランク軸２４からの動力が伝達さ
れて、冷却ファン１３、冷却水ポンプ２７、オルタネータ２８が駆動される。
【００３４】
　また、シリンダヘッド２３の前面側には、燃料噴射ポンプ３１やカム軸（図示省略）を
駆動するギヤ群（図示省略）を内装するギヤケース３２が配置されている。
【００３５】
　また、オイルパン２１の前部下側には、切欠き部２１ａが形成されている。切欠き部２
１ａは、オイルパン２１の前下角部が側面視略矩形状に切り欠かれて形成される空間であ
り、この切欠き部２１ａ内に動力伝達ケースとなるギヤボックス４１が配置されている。
【００３６】
　ギヤボックス４１は、オイルパン２１の切欠き部２１ａ内の左右略中央部に配置されて
いる。つまり、ギヤボックス４１は、エンジン１０５の左右略中央部に配置されている。
ギヤボックス４１は、クランク軸２４からの動力がベルト機構３３を介して入力される入
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力軸３４と、この入力軸３４からの動力を出力する第一出力軸３５と、この第一出力軸３
５に入力軸３４の動力を伝達するベベルギヤ３６（図５参照）と、を内装している。
【００３７】
　入力軸３４は、クランク軸２４の下方で、クランク軸２４に対して平行（前後水平方向
）に配置されている。入力軸３４は、ギヤボックス４１前部から突出するようにギヤボッ
クス４１に内装され、ギヤボックス４１に軸受けを介して回動可能に支持されている（図
５参照）。
【００３８】
　入力軸３４の前端部には、入力プーリ３４ａが固設されている。入力プーリ３４ａの後
側には、冷却ファン４２（図５参照）が取り付けられており、後方に向かって冷却風を送
風して、オイルパン２１などを効率良く冷却できる。
【００３９】
　図４に示すように、入力軸３４の入力プーリ３４ａとクランク軸２４の第一クランクプ
ーリ２４ａに、ベルト３９が巻回されてベルト機構３３が構成されている。ベルト３９の
内周側には、ベルト３９に張力を付与するテンション部材となるテンションプーリ４０が
当接されている。テンションプーリ４０は、バネなどの弾性部材（図示省略）によって右
方に付勢されて、ベルト３９に張力を付与している。テンションプーリ４０は、ブラケッ
ト５５を介してシリンダブロック２２などに取り付けられている。ブラケット５５には、
長孔５５ａが左右方向に開口されており、この長孔５５ａ内にテンションプーリ４０のプ
ーリ軸４０ａが摺動自在に配置されている。
【００４０】
　図２、図３に示すように、第一出力軸３５は、クランク軸２４に対して垂直（上下方向
）に配置されている。つまり、第一出力軸３５は、入力軸３４に対しても垂直に配置され
ている。第一出力軸３５は、ギヤボックス４１の左右略中央部に配置されているとともに
、エンジン１０５の前後範囲内に配置されている。つまり、第一出力軸３５は、平面視に
おいてエンジン１０５の投影範囲内に配置されている。第一出力軸３５は、ギヤボックス
４１下部から突出するようにギヤボックス４１に内装され、ギヤボックス４１に軸受けを
介して回動可能に支持されている（図５参照）。
【００４１】
　図５に示すように、ベベルギヤ３６は、入力軸３４の動力を第一出力軸３５に伝達する
ためのものである。ギヤボックス４１内では、入力軸３４の端部（後端部）に一方のベベ
ルギヤ３６が固設され、このベベルギヤ３６に噛合する他方のベベルギヤ３６が第一出力
軸３５の端部（上端部）に固設されている。
【００４２】
　第一出力軸３５の下端部には、第一出力部材となる第一出力プーリ３５ａがキー嵌合に
より固定されているとともに、第一出力軸３５の同軸上に第二出力軸３７が着脱可能に連
結されている。
【００４３】
　第二出力軸３７には、第二出力部材となる第二出力プーリ３７ａが電磁クラッチ３８を
介して設けられている。電磁クラッチ３８は、第二出力軸３７から第二出力プーリ３７ａ
への動力の伝達・遮断を切り替えるクラッチとなるものである。なお、クラッチは、電磁
クラッチ３８に限定するものではなく、例えば、油圧クラッチなどでもよい。
【００４４】
　このような構成で、エンジン１０５のクランク軸２４の動力は、図１から図３に示すよ
うに、第一クランクプーリ２４ａ、ベルト３９、入力プーリ３４ａ、入力軸３４、ベベル
ギヤ３６、第一出力軸３５に伝達される。そして、第一出力軸３５の動力は、第一出力プ
ーリ３５ａ、ベルト８２、プーリ８３ａ、入力軸８３に伝達されて前記油圧ポンプ（図示
省略）が駆動される。また、第一出力軸３５の動力は、第二出力軸３７、第二出力プーリ
３７ａ、ベルト８１、入力プーリ６ａ、入力軸６に伝達されてモア７の回転刃７ａが駆動
される。
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【００４５】
　図６に示すように、ギヤボックス４１下部の左右側面には、電磁クラッチ３８を取り付
けるためのボス部５４が設けられている。ボス部５４の内周面には、ネジ溝が形成されて
いる。電磁クラッチ３８には、平面視においてボス部５４と重なる位置にボルト孔３８ａ
が穿設されている。
【００４６】
　このような構成で、ギヤボックス４１のボス部５４と電磁クラッチ３８のボルト孔３８
ａとを平面視において一致させた状態で、ボルト孔３８ａの下方からボルト４４を螺挿す
ることにより、電磁クラッチ３８をギヤボックス４１に取り付けることができる。
【００４７】
　図７、図８に示すように、ギヤボックス４１の上部には、取付部４３が設けられており
、この取付部４３を介してギヤボックス４１がボルト１４５によってオイルパン２１に取
り付けられる。取付部４３は、ギヤボックス４１の上部に固定（あるいはギヤボックス４
１と一体的に成型）され、左右両端部が正面視においてギヤボックス４１の左右両側面か
ら突出している。取付部４３の左右両端部には、それぞれ複数（本実施例では左右片側に
３孔ずつ）のボルト孔４３ａが前後方向に適宜間隔で穿設されている。一方、切欠き部２
１ａ内のオイルパン２１下面の左右両側には、平面視において取付部４３のボルト孔４３
ａと重なる位置にボルト孔１４６が複数（ボルト孔４３ａと同数）穿設されている。ボル
ト孔１４６は、オイルパン２１の下面から上方にオイルパン２１の中途部（オイルパン２
１を貫通しない程度）まで穿設されている。
【００４８】
　このような構成で、ギヤボックス４１を切欠き部２１ａ内に配置して、取付部４３のボ
ルト孔４３ａとオイルパン２１のボルト孔１４６とを一致させた状態で、ボルト１４５を
ボルト孔４３ａの下方から螺挿することにより、ギヤボックス４１をオイルパン２１に取
り付けることができる。ギヤボックス４１は、複数（本実施例では左右片側に３本ずつ）
のボルト１４５によってオイルパン２１に、確実かつ着脱可能に取り付けられる。
【００４９】
　ここで、図９に示すように、第一実施例に係るエンジン１０５では、クランク軸２４前
端部の前方から第一クランクプーリ２４ａ、第二クランクプーリ２４ｂの順に配置されて
いる。つまり、第一クランクプーリ２４ａは、第二クランクプーリ２４ｂよりも外側に配
置されて、エンジン１０５の前側において、ベルト機構３３が補機駆動用ベルト機構５３
よりも外側に配置されている。
【００５０】
　以上のように、本発明の第一実施例に係るエンジン１０５は、略水平方向に配置するク
ランク軸２４と、クランク軸２４の上方で、エンジン１０５の前側に配置するエンジン冷
却用の冷却ファン１３と、エンジン１０５の前側に配置し、冷却ファン１３にクランク軸
２４の動力を伝達する補機駆動用ベルト機構５３と、を備えるエンジン１０５であって、
クランク軸２４の下方で、クランク軸２４に対して平行に配置する入力軸３４と、入力軸
３４からの動力を出力し、クランク軸２４に対して垂直に配置する第一出力軸３５と、エ
ンジン１０５の前側に配置し、入力軸３４にクランク軸２４の動力を伝達するベルト機構
３３と、を備え、ベルト機構３３を補機駆動用ベルト機構５３よりも外側に配置するもの
である。
【００５１】
　このような構成により、ベルト機構３３のベルト３９を短くできることにより、エンジ
ン１０５がコンパクトになるため、車両の小型化が容易であるとともに、ベルト３９の巻
回が容易であるため、作業効率が向上する。そして、ベルト機構３３は、補機駆動用ベル
ト機構５３よりも外側に位置することにより、ベルト３９の取り外しが容易であるため、
エンジン１０５の利便性が向上する。
【００５２】
　また、第一出力軸３５を平面視においてエンジン１０５の投影範囲内に配置するもので
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ある。
【００５３】
　このような構成により、第一出力軸３５をコンパクトに配置して、エンジン１０５がコ
ンパクトになるため、車両の小型化が容易である。
【００５４】
　また、第一出力軸３５に動力出力用の第一出力プーリ３５ａを設けるとともに、第一出
力軸３５の同軸上に第一出力軸３５の動力を受ける第二出力軸３７を連結し、第二出力軸
３７に動力出力用の第二出力プーリ３７ａを設けるものである。
【００５５】
　このような構成により、第一・第二出力プーリ３５ａ・３７ａを別個の駆動対象に連結
して、第一・第二出力軸３５・３７が複数の駆動対象に出力できるため、エンジン１０５
の利便性が向上する。
【００５６】
　また、第二出力プーリ３７ａと第二出力軸３７との間に電磁クラッチ３８を介設するも
のである。
【００５７】
　このような構成により、複数の駆動対象に出力可能なエンジン１０５が、その駆動対象
の内少なくとも一つへの動力の伝達・遮断が切替可能となるため、エンジン１０５の利便
性が向上する。
【００５８】
　また、エンジン１０５は、ベルト機構３３のベルト３９に張力を付与するテンションプ
ーリ４０を備えるものである。
【００５９】
　このような構成により、ベルト３９に張力が付与されて、ベルト３９の張力を調整する
手間が省けるため、エンジン１０５の利便性が向上する。
【００６０】
　また、入力軸３４は、冷却ファン４２を備えるものである。
【００６１】
　このような構成により、冷却風を送風して、エンジン１０５を効率良く冷却できる。
【００６２】
　次に、本発明の第二実施例に係るエンジン２０５について、図１０から図１２により説
明する。なお、図１０から図１２において、第一実施例と同一符号の部材は第一実施例と
同一構成であるため詳細な説明は省略する。
【００６３】
　第二実施例に係るエンジン２０５は、第一実施例に係るエンジン１０５に対して以下の
点で相違する。すなわち、図１０から図１２に示すように、第二実施例に係るエンジン２
０５では、クランク軸２２４の前端部に前方から順に第二クランクプーリ２２４ｂ、第一
クランクプーリ２２４ａが固設されている。つまり、第一クランクプーリ２２４ａは、第
二クランクプーリ２２４ｂよりも内側に配置されている。
【００６４】
　そして、クランク軸２２４の第二クランクプーリ２２４ｂ、ファン軸２６のプーリ２６
ａ、オルタネータ軸２９のプーリ２９ａに、一本のベルト２３０が巻回されて補機駆動用
ベルト機構２５３が構成されているとともに、この補機駆動用ベルト機構２５３よりも内
側で、入力軸３４の入力プーリ３４ａとクランク軸２２４の第一クランクプーリ２２４ａ
に、ベルト２３９が巻回されてベルト機構２３３が構成されている。図１２に示すように
、ベルト２３９の内周側には、ベルト２３９に張力を付与するテンションプーリ２４０が
当接されている。テンションプーリ２４０は、バネなどの弾性部材（図示省略）によって
右方に付勢されて、ベルト２３９に張力を付与している。テンションプーリ２４０は、ブ
ラケット５５を介してシリンダブロック２２などに取り付けられている。ブラケット５５
には、長孔５５ａが左右方向に開口されており、この長孔５５ａ内にテンションプーリ２
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４０のプーリ軸２４０ａが摺動自在に配置されている。
【００６５】
　以上のように、本発明の第二実施例に係るエンジン２０５は、略水平方向に配置するク
ランク軸２２４と、クランク軸２２４の上方で、エンジン２０５の前側に配置するエンジ
ン冷却用の冷却ファン１３と、エンジン２０５の前側に配置し、冷却ファン１３にクラン
ク軸２２４の動力を伝達する補機駆動用ベルト機構２５３と、を備えるエンジン２０５で
あって、クランク軸２２４の下方で、クランク軸２２４に対して平行に配置する入力軸３
４と、入力軸３４からの動力を出力し、クランク軸２２４に対して垂直に配置する第一出
力軸３５と、エンジン２０５の前側に配置し、入力軸３４にクランク軸２４の動力を伝達
するベルト機構２３３と、を備え、ベルト機構２３３を補機駆動用ベルト機構２５３より
も内側に配置するものである。
【００６６】
　このような構成により、ベルト機構２３３のベルト２３９を短くできることにより、エ
ンジン２０５がコンパクトになるため、車両の小型化が容易であるとともに、ベルト２３
９の巻回が容易であるため、作業効率が向上する。そして、ベルト機構２３３が冷却ファ
ン１３を駆動する補機駆動用ベルト機構２５３よりも内側に位置することにより、冷却フ
ァン１３がベルト機構２３３に干渉しない。これにより、冷却ファン１３の位置を低くし
て、エンジン２０５をコンパクトに構成できるため、車両の小型化が容易である。
【００６７】
　また、エンジン２０５は、ベルト機構２３３のベルト２３９に張力を付与するテンショ
ンプーリ２４０を備えるものである。
【００６８】
　このような構成により、ベルト２３９に張力が付与されて、ベルト２３９の張力を調整
する手間が省けるため、エンジン２０５の利便性が向上する。
【００６９】
　次に、本発明の第三実施例に係るエンジン３０５について、図１３から図１６により説
明する。なお、図１３から図１６において、第一実施例と同一符号の部材は第一実施例と
同一構成であるため詳細な説明は省略する。
【００７０】
　第三実施例に係るエンジン３０５は、第一実施例に係るエンジン１０５に対して以下の
点で相違する。すなわち、図１３から図１５に示すように、第三実施例に係るエンジン３
０５では、クランク軸３２４の前端部に第二クランクプーリ３２４ｂが固設され、クラン
ク軸３２４の後端部に後方から順に第１クランクプーリ３２４ａ、フライホイル２５が固
設されている。つまり、第１クランクプーリ３２４ａは、フライホイル２５よりも外側に
配置されている。
【００７１】
　そして、オイルパン３２１の後部下側には、切欠き部３２１ａが形成されている。切欠
き部３２１ａは、オイルパン３２１の後下角部が側面視略矩形状に切り欠かれて形成され
る空間であり、この切欠き部３２１ａ内にギヤボックス３４１が配置されている。ギヤボ
ックス３４１からは、入力軸３３４が後方に突出し、この入力軸３３４の後端部には、入
力プーリ３３４ａが固設されている。つまり、入力プーリ３３４ａは、フライホイル２５
よりも外側に配置されている。
【００７２】
　こうして、フライホイル２５よりも外側で、入力軸３３４の入力プーリ３３４ａとクラ
ンク軸３２４の第１クランクプーリ３２４ａに、ベルト３３９が巻回されてベルト機構３
３３が構成されている。
【００７３】
　ここで、ギヤボックス３４１は、ブラケット３５１を介してシリンダブロック２２に取
り付けられている。図１５、図１６に示すようように、ブラケット３５１は、背面視略台
形状に形成された板状部材であり、右上部が上方に延出されてアーム部３５１ａが形成さ



(11) JP 2009-299514 A 2009.12.24

10

20

30

40

50

れている。ブラケット３５１は、複数（本実施例では５本）のボルト３５２によってシリ
ンダブロック２２の後面に、確実かつ着脱可能に取り付けられている。
【００７４】
　そして、ブラケット３５１の右下部には、ギヤボックス３４１を取り付けるための取付
孔３５１ｂが開口されている。取付孔３５１ｂは、ギヤボックス３４１が嵌合する形状（
略円形）に形成されている。取付孔３５１ｂは、クランク軸３２４に対して左右一方（本
実施例では右方）に偏心した位置に配置されており、これにより、フライホイル２５を回
避してギヤボックス３４１をできるだけ上方に配置して、エンジン３０５をコンパクトに
構成できる（エンジン３０５の高さを低くする）ようにしている。
【００７５】
　また、ブラケット３５１の左下部には、長孔３５１ｃが左下斜め方向に開口されており
、この長孔３５１ｃ内にテンションプーリ３４０のプーリ軸３４０ａが摺動自在に配置さ
れている。テンションプーリ３４０は、ベルト３３９に張力を付与するテンション部材と
なるものであり、ベルト３３９の内周側に当接した状態でバネなどの弾性部材（図示省略
）によって左下方に付勢されている。
【００７６】
　以上のように、本発明の第三実施例に係るエンジン３０５は、略水平方向に配置するク
ランク軸３２４と、エンジン３０５の後側に配置するフライホイル２５と、を備えるエン
ジン３０５であって、クランク軸３２４の下方で、クランク軸３２４に対して平行に配置
する入力軸３３４と、入力軸３３４からの動力を出力し、クランク軸３２４に対して垂直
に配置する第一出力軸３５と、エンジン３０５の後側に配置し、入力軸３３４にクランク
軸３２４の動力を伝達するベルト機構３３３と、を備え、ベルト機構３３３をフライホイ
ル２５よりも外側に配置するものである。
【００７７】
　このような構成により、ベルト機構３３３のベルト３３９を短くできることにより、エ
ンジン３０５がコンパクトになるため、車両の小型化が容易であるとともに、ベルト３３
９の巻回が容易であるため、作業効率が向上する。そして、ベルト機構３３３は、フライ
ホイル２５よりも外側に位置することにより、ベルト３３９の取り外しが容易であるため
、エンジン３０５の利便性が向上する。
【００７８】
　また、エンジン３０５は、ベルト機構３３３のベルト３３９に張力を付与するテンショ
ンプーリ３４０を備えるものである。
【００７９】
　このような構成により、ベルト３３９に張力が付与されて、ベルト３３９の張力を調整
する手間が省けるため、エンジン３０５の利便性が向上する。
【００８０】
　次に、本発明の第四実施例に係るエンジン４０５について、図１７から図２０により説
明する。なお、図１７から図２０において、第一実施例と同一符号の部材は第一実施例と
同一構成であるため詳細な説明は省略する。
【００８１】
　第四実施例に係るエンジン４０５は、第一実施例に係るエンジン１０５に対して以下の
点で相違する。すなわち、図１７から図１９に示すように、第四実施例に係るエンジン４
０５では、クランク軸４２４の前端部に第二クランクプーリ４２４ｂが固設され、クラン
ク軸４２４の後端部に後方から順にフライホイル２５、第１クランクプーリ４２４ａが固
設されている。つまり、第１クランクプーリ４２４ａは、フライホイル２５よりも内側に
配置されている。
【００８２】
　そして、オイルパン４２１の後部下側には、切欠き部４２１ａが形成されている。切欠
き部４２１ａは、オイルパン４２１の後下角部が側面視略矩形状に切り欠かれて形成され
る空間であり、この切欠き部４２１ａ内にギヤボックス４４１が配置されている。ギヤボ
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ックス４４１からは、入力軸４３４が後方に突出し、この入力軸４３４の後端部には、入
力プーリ４３４ａが固設されており、この入力プーリ４３４ａはフライホイル２５よりも
内側に配置されている。
【００８３】
　こうして、フライホイル２５よりも内側で、入力軸４３４の入力プーリ４３４ａとクラ
ンク軸４２４の第１クランクプーリ４２４ａに、ベルト４３９が巻回されてベルト機構４
３３が構成されている。
【００８４】
　ここで、ギヤボックス４４１は、ブラケット４５１を介してシリンダブロック２２に取
り付けられている。図１９、図２０に示すようように、ブラケット４５１は、背面視略逆
台形状に形成された板状部材であり、右上部が上方に延出されてアーム部４５１ａが形成
されている。ブラケット４５１は、複数（本実施例では５本）のボルト４５２によってシ
リンダブロック２２の後面に、確実かつ着脱可能に取り付けられている。
【００８５】
　そして、ブラケット４５１の下部には、ギヤボックス４４１を取り付けるための取付孔
４５１ｂが開口されている。取付孔４５１ｂは、ギヤボックス４４１が嵌合する形状（略
円形）に形成されている。取付孔４５１ｂは、左右中心がクランク軸４２４と一致する位
置に配置されており、これにより、ギヤボックス４４１は、左右中心（入力軸４３４）が
クランク軸４２４と一致する位置に配置される。
【００８６】
　また、ブラケット４５１の右部には、長孔４５１ｃが左右方向に開口されており、この
長孔４５１ｃ内にテンションプーリ４４０のプーリ軸４４０ａが摺動自在に配置されてい
る。テンションプーリ４４０は、ベルト４３９に張力を付与するテンション部材となるも
のであり、ベルト４３９の内周側に当接した状態でバネなどの弾性部材（図示省略）によ
って右方に付勢されている。
【００８７】
　以上のように、本発明の第四実施例に係るエンジン４０５は、略水平方向に配置するク
ランク軸４２４と、エンジン４０５の後側に配置するフライホイル２５と、を備えるエン
ジン４０５であって、クランク軸４２４の下方で、クランク軸４２４に対して平行に配置
する入力軸４３４と、入力軸４３４からの動力を出力し、クランク軸４２４に対して垂直
に配置する第一出力軸３５と、エンジン４０５の後側に配置し、入力軸４３４にクランク
軸４２４の動力を伝達するベルト機構４３３と、を備え、ベルト機構４３３をフライホイ
ル２５よりも内側に配置するものである。
【００８８】
　このような構成により、ベルト機構４３３のベルト４３９を短くできることにより、エ
ンジン４０５がコンパクトになるため、車両の小型化が容易であるとともに、ベルト４３
９の巻回が容易であるため、作業効率が向上する。そして、ベルト機構４３３がフライホ
イル２５よりも内側に位置することにより、入力軸４３４がフライホイル２５に干渉しな
い。これにより、フライホイル２５の外径に関係なく、クランク軸４２４と入力軸４３４
との軸間距離を短くして、エンジン４０５をコンパクトに構成できるため、車両の小型化
が容易である。
【００８９】
　また、エンジン４０５は、ベルト機構４３３のベルト４３９に張力を付与するテンショ
ンプーリ４４０を備えるものである。
【００９０】
　このような構成により、ベルト４３９に張力が付与されて、ベルト４３９の張力を調整
する手間が省けるため、エンジン４０５の利便性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】本発明の第一実施例に係るエンジンを備える車両を示した側面図。
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【図２】本発明の第一実施例に係るエンジンを示した側面一部断面図。
【図３】同じく正面図。
【図４】本発明の第一実施例に係るベルト機構を示した正面図。
【図５】ギヤボックスを示した側面断面図。
【図６】ギヤボックスに電磁クラッチを取り付けた状態を示した側面図。
【図７】ギヤボックスをオイルパンに取り付けた状態を示した正面図。
【図８】同じく側面一部断面図。
【図９】本発明の第一実施例に係るベルト機構・補機駆動用ベルト機構を示した側面図。
【図１０】本発明の第二実施例に係るエンジンを示した側面図。
【図１１】本発明の第二実施例に係るベルト機構・補機駆動用ベルト機構を示した側面図
。
【図１２】本発明の第二実施例に係るベルト機構を示した正面図。
【図１３】本発明の第三実施例に係るエンジンを示した側面図。
【図１４】本発明の第三実施例に係るベルト機構を示した側面図。
【図１５】同じく正面図。
【図１６】本発明の第三実施例に係るギヤボックス取付用のブラケットを示した正面図。
【図１７】本発明の第四実施例に係るエンジンを示した側面図。
【図１８】本発明の第四実施例に係るベルト機構を示した側面図。
【図１９】同じく正面図。
【図２０】本発明の第四実施例に係るギヤボックス取付用のブラケットを示した正面図。
【図２１】従来例に係るエンジンを備える車両を示した側面図。
【符号の説明】
【００９２】
　１３　　冷却ファン
　２４　　クランク軸
　２５　　フライホイル
　３３　　ベルト機構（無端帯機構）
　３４　　入力軸
　３５　　第一出力軸
　３５ａ　　第一出力プーリ（第一出力部材）
　３７　　第二出力軸
　３７ａ　　第二出力プーリ（第二出力部材）
　３８　　電磁クラッチ（クラッチ）
　３９　　ベルト（無端帯）
　４０　　テンションプーリ（テンション部材）
　４２　　冷却ファン
　５３　　補機駆動用ベルト機構（補機駆動用無端帯機構）
　１０５　　エンジン
　２０５　　エンジン
　２２４　　クランク軸
　２３３　　ベルト機構（無端帯機構）
　２３９　　ベルト（無端帯）
　２４０　　テンションプーリ（テンション部材）
　２５３　　補機駆動用ベルト機構（補機駆動用無端帯機構）
　３０５　　エンジン
　３２４　　クランク軸
　３３３　　ベルト機構（無端帯機構）
　３３９　　ベルト（無端帯）
　３４０　　テンションプーリ（テンション部材）
　４０５　　エンジン
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　４２４　　クランク軸
　４３３　　ベルト機構（無端帯機構）
　４３９　　ベルト（無端帯）
　４４０　　テンションプーリ（テンション部材）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】
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